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ふ
る
さ
と
を
讃
え
て

～
市
産
業
文
化
祭
開
会
式
で
～

　
市
産
業
文
化
祭
の
開
催
第
１
日
目
と
な
っ
た
10
月
29
日
、
合
川
中
学
校
と
合
川
地
区
４
小
学
校
の
児
童
生
徒
に

よ
る
「
ふ
る
さ
と
讃
歌
（
畠
山
義
郎
作
詞
・
石
井
歓
作
曲
）
」
の
発
表
が
会
場
の
合
川
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
開

会
式
に
花
を
添
え
ま
し
た
。
こ
の
讃
歌
は
、
ふ
る
さ
と
の
発
展
へ
の
願
い
を
込
め
て
作
ら
れ
た
吹
奏
楽
と
合
唱
に
よ

る
楽
曲
。
子
ど
も
た
ち
も
、
伸
び
ゆ
く
ふ
る
さ
と
の
姿
を
思
い
描
き
な
が
ら
、
声
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
ま
し
た
。

た
た
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1111
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北
秋
田
市
産
業
文
化
祭
が
10
月
29

日
か
ら

11

月
６
日
ま
で
の
期
間
、

鷹
巣
・
合
川
・
森
吉
・
阿
仁
の
４
地

区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
産
業
文
化
祭
は
、
旧
町
ご

と
に
行
わ
れ
て
い
た
と
き
と
ほ
ぼ
同

じ
形
式
で
行
わ
れ
、
各
会
場
で
は
、

買
い
物
や
鑑
賞
に
訪
れ
た
人
々
な
ど

で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　
合
川
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
た

開
会
式
に
は
、
岸
部
市
長
、
清
水
議

長
ら
が
出
席
、
合
川
中
学
校
と
合
川

地
区
４
小
学
校
の
児
童
生
徒
に
よ
る

「
ふ
る
さ
と
讃
歌
」
の
合
唱
の
後
、

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
や
児
童
生
徒
ら
お
よ
そ
５
０

０
人
を
前
に
岸
部
市
長
は
、
「
実
り

の
秋
を
迎
え
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
産

業
文
化
祭
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

嬉
し
い
。
今
年
は
旧
町
ご
と
の
開
催

と
な
っ
た
が
、
ど
の
会
場
に
も
各
地

区
の
特
色
が
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
、

他
の
会
場
も
ぜ
ひ
見
て
ほ
し
い
」
な

ど
と
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
状
況
な

ど
を
説
明
し
な
が
ら
あ
い
さ
つ
を
し

ま
し
た
。

　
産
業
文
化
祭
は
、
合
川
・
森
吉
地

区
及
び
鷹
巣
地
区
の
産
業
祭
が

10

月

29

日
・
30

日
、
鷹
巣
地
区
の
文

化
祭
が
11
月
３
日
か
ら
６
日
ま
で
、

ま
た
、
阿
仁
地
区
の
「
文
化
ま
つ
り
」

が

11

月
６
日
に
開
催
さ
れ
、
展
示

販
売
や
ス
テ
ー
ジ
で
の
演
示
、
作
品

展
示
な
ど
で
産
業
面
・
文
化
面
の
市

民
の
活
力
を
示
し
ま
し
た
。

　
４
地
区
で
行
わ
れ
た
今
年
の
産
業

文
化
祭
の
よ
う
す
を
写
真
で
ご
紹
介

し
ま
す
。

旧

町

単

位

４
地
区
で
開
催

北
の
杜
音
楽
団
の
演
奏

▲園児たちによる鼓隊演奏

楽しいトークと得意な歌を交

えながらの講演に、満場の市

民らは大喜びでした。

▲記念講演を行う坂上二郎さん

合川地区産業文化祭表彰式が１０月３０日、

合川公民館で開かれ、各分野での功労者や、

産業文化祭の展示優秀コーナー、農産物品

評会の受賞者の功績を讃えました。

　産業文化祭会長表彰を受けるまとび学

園の子どもたち（合川地区）

▲

各
種
作
品
展
示

▼

▼

▲森吉の特産品をめざす
「やまと豚」の販売。

▲地域の皆さんの指導で「縄ない」に挑戦！

▲見事な出来栄え「農産品展示」

▲しなやかさと力強さを
　披露した太極拳の演舞

▲訪れる人の目を引きつけた
　各種展示作品

▼鷹巣体育館で開催された
　鷹巣地区産業祭

　製材業者による床材の展示。
「木材のまち」をＰＲ

　鷹巣高等技術専
門校による櫓（や
ぐら）の展示。随所
に伝統の職人技が
活かされています。

▲

▲

　広報きたあきた　17．11．163



小中学校の部

鷹巣中学校吹奏楽部

鷹
巣
南
小
学
校
「
七
日
市
奴
踊
り
」

【
研
究
発
表
】

▲さつき・盆栽展

▲邦雅祭での日舞発表（たかのす鳳扇会）

【学芸発表】

▲高鷹大学学園祭での発表（大正琴クラブ）

▲各種展示（小中学生作品展）

　広報きたあきた　17．11．16  4

朗読ボランティアやまびこ
による「朗読コンサート」

婦
人
会
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー

芸
文
協
各
団
体
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表

▲

▲

　　各種講座・グルー
プによる作品展示。見
事な出来栄えに訪れ
た人たちも足を止め
て見入っていました。

▼

▼

▼　
エ
ビ
と
貝
類
の
盛
り
皿
を

表
現
し
た
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

の
作
品
（
山
田
礼
子
さ
ん
作
）

▼

　
鷹
巣
地
区
の
合
唱
グ
ル
ー
プ
と

市
民
有
志
に
よ
る
、
交
声
曲
「
た
か

の
す
讃
歌
」
の
発
表

▲

　広報きたあきた　17．11．165



● 昭和15年頃の為三

　広報きたあきた　17．11．16  6

　
「
浜
辺
の
歌
」
を
は
じ
め
と
す
る
歌
曲

や
、
本
格
的
な
器
楽
曲
の
作
曲
家
で
あ
る

成
田
為
三
が
51
歳
の
生
涯
を
終
え
た
昭
和

20
年
10
月
29
日
、
そ
の
日
か
ら
60
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
亡
く
な
る
直
前
に
為
三
自

身
が
書
い
た
未
投
函
の
葉
書
12
枚
が
見
つ

か
り
、
為
三
の
妻
・
文
子
さ
ん
の
妹
で
あ

る
杉
浦
俊
子
さ
ん
（
千
葉
県
松
戸
市
在
住
）

が
10
月
20
日
、
浜
辺
の
歌
音
楽
館
を
訪
れ
、

岸
部
市
長
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
の
中
に

は
、
当
時
の
米
内
沢
町
役
場
助
役
へ
あ
て

た
葉
書
も
含
ま
れ
、
60
年
を
か
け
為
三
自

筆
の
葉
書
が
新
市
へ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
20
年
当
時
、
為
三
は
東
京
高
等
音

楽
学
院
（
現
・
国
立
音
楽
大
学
）
の
教
授

と
し
て
音
楽
活
動
に
従
事
し
て
い
ま
し
た

が
、
同
年
４
月
13
日
、
東
京
空
襲
に
よ
り

滝
野
川
に
あ
っ
た
自
宅
が
焼
失
し
、
家
財

や
作
品
の
一
切
を
失
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

郷
里
・
米
内
沢
の
実
兄
宅
に
疎
開
し
て
い

ま
し
た
が
、
多
く
の
楽
想
を
抱
き
、
同
年

10
月
27
日
に
再
び
上
京
し
、
玉
川
学
園
女

子
寮
の
一
室
に
入
居
し
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
２
日
後
の
29
日
に
脳
溢
血
の
た
め
急
逝
、

子
ど
も
は
な
く
、
51
歳
10
か
月
の
生
涯
に

幕
を
降
ろ
し
ま
し
た
。

拝
啓

　
御
地
に
疎
開
中
は
色
々
御
世
話
様
で
し
た

　
此
度
無
事
着
京
致
し
ま
し
た
か
ら

　
お
礼
旁
々
御
一
報
申
し
上
げ
ま
す

　
金
町
長
殿
に
よ
ろ
し
く
御
鳳
声
頂
度

　
願
い
上
げ
ま
す

▲
米
内
沢
町
役
場
成
田
助
役
へ
あ
て
た

　
葉
書
（
表
裏
）

▲浜辺の歌音楽館に所蔵されている為三自筆の
　兄：憲生へあてた絵ハガキ（大正10年３月４日
　付け、ドイツのベルリンから）時代の違いはあ
　っても絶筆葉書と同じ筆跡

▲為三の絶筆葉書を岸部市長に手渡す
　杉浦俊子さん（左）

●
旧
漢
字
を
新
漢
字
に
改
め
た
本
文

　広報きたあきた　17．11．167

　
寄
贈
さ
れ
た
は
が
き
は
、
そ
の
27
日
か

28
日
に
書
い
た
と
み
ら
れ
、
当
時
の
米
内

沢
町
役
場
成
田
助
役
や
友
人
、
知
人
、
音

楽
関
係
者
に
あ
て
た
も
の
で
、
疎
開
中
に

世
話
に
な
っ
た
こ
と
へ
の
お
礼
や
転
居
の

あ
い
さ
つ
が
し
た
た
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
12
枚
全
部
の
葉
書
に
は
あ
て
名
が
記
さ

れ
、
10
枚
の
裏
面
に
は
本
文
が
書
か
れ
て

い
ま
す
が
、
２
枚
に
は
何
も
書
か
れ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
体
調
を
崩
す
直

前
と
も
考
え
ら
れ
、
ま
さ
に
絶
筆
と
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
葉
書
は
、
平
成
12
年
に
亡
く
な
っ
た
文

子
さ
ん
（
為
三
の
妻
）
の
遺
品
の
中
に
あ

っ
た
も
の
で
、
杉
浦
さ
ん
が
受
け
と
っ
た

と
き
は
、
手
紙
な
ど
が
き
ち
ん
と
分
類
さ

れ
整
理
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
た
め
、
そ

の
存
在
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

手
の
骨
折
に
よ
り
外
出
で
き
ず
に
い
た
今

年
の
５
月
に
、
ふ
と
姉
の
遺
品
の
こ
と
が

気
に
な
っ
て
整
理
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
為

三
自
筆
の
葉
書
が
み
つ
か
り
、
こ
の
日
の

寄
贈
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
岸
部
市
長
、
後
藤
惣
一
郎
浜
辺
の
歌
音

楽
館
名
誉
館
長
、
金
新
佐
久
同
館
長
ら
が
、

杉
浦
さ
ん
を
出
迎
え
、
贈
呈
式
を
行
い
ま

し
た
。
杉
浦
さ
ん
は
葉
書
発
見
ま
で
の
経

緯
を
説
明
し
な
が
ら
「
浜
辺
の
歌
音
楽
館

設
立
当
時
（
昭
和
63
年
）
に
寄
贈
す
べ
き

で
し
た
が
、
姉
・
文
子
が
忘
れ
て
い
た
の

か
ど
う
か
今
と
な
っ
て
は
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
為
三
自
筆
の
葉
書
な
の
で
浜
辺

の
歌
音
楽
館
に
収
蔵
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
、
お
墓
参
り
も
あ
り
、
お
持
ち
し
ま

し
た
」
と
あ
い
さ
つ
。
岸
部
市
長
は
「
浜

辺
の
歌
音
楽
館
は
森
吉
地
区
の
シ
ン
ボ
ル

で
し
た
が
、
合
併
し
て
北
秋
田
市
全
体
の

誇
り
と
な
り
、
多
く
の
音
楽
フ
ァ
ン
が
訪

れ
て
い
ま
す
。
大
事
に
市
の
財
産
と
し
て

披
露
し
、
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
感
謝
申
し
上
げ
ま
し
た
。
後
藤
名
誉
館

長
も
「
為
三
研
究
当
時
か
ら
、
杉
浦
さ
ん

は
絶
大
な
る
力
と
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

何
度
も
お
会
い
し
て
い
ま
す
が
、
今
日
は
、

文
子
さ
ん
に
会
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
」
と
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
平
成
14
年
に
杉
浦
さ
ん
よ
り

ご
寄
附
い
た
だ
い
た
１
千
万
円
を
基
に
、

今
年
３
月
、
映
像
音
響
設
備
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
音
楽
館
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

『
浜
辺
の
歌
』
は
為
三
が
東
京
音
楽
学
校

在
学
中
の
大
正
５
年
ご
ろ
の
作
曲
と
い
わ

れ
、
来
年
90
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
し
て
、

今
年
は
60
回
忌
に
も
あ
た
り
、
新
市
誕
生

の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
為
三
か
ら
届
い
た

60
年
振
り
の
葉
書
に
は
何
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
音
楽

館
で
は
寄
贈
い
た
だ
い
た
絶
筆
葉
書
を
２

階
の
遺
品
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
し
、
公
開
し

て
い
ま
す
。

▲60回忌の10月29日、為三の眠る龍淵寺で行われた
　追善演奏（雨天のため本堂で開催）

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
館
内
で
為
三

ロ
ボ
ッ
ト
と
対
面
す
る
杉
浦
さ
ん

▲

▲疎開中に世話になったことへのお礼や転居の
　あいさつが書かれた絶筆葉書。12枚のうち
　２枚は、本文が書かれていない。

▼
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）
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18
日
（
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（
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日
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）
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24
日
（
月
）

25
日
（
火
）

26
日
（
水
）

　
　
　

27
日
（
木
）

28
日
（
金
）
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　29
日
（
土
）

　
　
　
　

30
日
（
日
）

森
吉
山
ダ
ム
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
総
会
に
出
席

第
10
回
全
国
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
優
勝
を
祝
う
パ
ー
テ
ィ
ー

に
出
席

第
１
４
７
回
東
北
市
長
会
総
会
に
出
席

定
例
市
長
・
支
所
長
会
議
で
森
吉
支
所
及
び
阿
仁
支
所

管
内
を
視
察

鷹
巣
阿
仁
地
域
精
神
障
害
者
家
族
会
杏
の
会
設
立
20
周

年
記
念
式
典
に
出
席

癒
し
の
森
吉
湖
畔
づ
く
り
検
討
会
第
２
回
委
員
会
会
議

に
出
席

北
秋
田
市
医
療
整
備
基
本
構
想
地
区
説
明
会
（
合
川
）

に
出
席

第
１
回
北
秋
田
市
長
杯
兼
北
秋
田
市
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
・
第
１
回
北
秋
田
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

開
会
式
に
出
席

鷹
巣
町
商
工
会
青
年
部
創
立
40
周
年
記
念
式
典
に
出
席

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
の
現
地
視
察
を
実
施

秋
田
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
理
事
会
・
総
会
に
出
席

Ｎ
Ｈ
Ｋ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
高
齢
者
福
祉
の
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て
）

第
47
回
東
北
地
方
治
水
大
会
に
出
席

小
阿
仁
川
水
系
対
策
委
員
会
総
会
に
出
席

平
成
17
年
第
５
回
北
秋
田
市
議
会
臨
時
会
に
出
席

議
会
全
員
協
議
会
に
出
席

鷹
巣
町
役
場
職
員
Ｏ
Ｂ
友
の
会
に
出
席

北
秋
田
市
産
業
文
化
祭
開
会
式
に
出
席

一
日
人
権
擁
護
委
員
Ｐ
Ｒ
活
動
に
参
加

第
18
回
東
京
鷹
巣
会
総
会
に
出
席

　
平
成
18
年
４
月
１
日
よ
り
、
麻

し
ん
（
は
し
か
）
と
風
し
ん
対
策

を
よ
り
一
層
強
化
す
る
た
め
、
麻

し
ん
（
は
し
か
）
と
風
し
ん
の
予

防
接
種
の
２
回
接
種
制
度
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
麻
し
ん
や
風
し
ん
は
、
幼
児
期

早
期
に
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
多
い
た
め
、
麻
し
ん
と
風
し
ん

の
予
防
接
種
は
、
お
母
さ
ん
か
ら

の
免
疫
が
な
く
な
る
生
後
12
カ

月
以
降
な
る
べ
く
早
期
に
接
種

す
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。

　
現
在
は
生
後
12
カ
月
か
ら
90

カ
月
の
間
に
、
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン

と
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
１
度
ず

つ
接
種
す
る
と
い
う
制
度
で
す
が
、

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
通

称
Ｍ
Ｒ
混
合
ワ
ク
チ
ン
）
を
使
用

し
、
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
予
防
接

種
は
１
度
で
済
む
よ
う
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
よ
り
高
い
予
防
の

効
果
を
得
る
た
め
に
、
お
子
様
が

よ
り
大
き
な
集
団
生
活（
小
学
校
）

を
始
め
る
前
に
も
接
種
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
た
め
、
小
学
校
就

学
前
の
１
年
間
に
２
回
目
を
接

種
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
法
に
基
づ
く
麻

し
ん
・
風
し
ん
の
定
期
の
予
防
接

種
の
対
象
者
が
、
以
下
の
と
お
り

改
め
ら
れ
、
Ｍ
Ｒ
混
合
ワ
ク
チ
ン

に
よ
る
２
回
接
種
制
度
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
は
、

定
期
の
予
防
接
種
と
し
て
は
Ｍ

Ｒ
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
み
と
な
り
、

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
麻
し
ん

ワ
ク
チ
ン
、
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
は

原
則
使
用
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
現
在
麻
し
ん
・
風

し
ん
の
予
防
接
種
の
対
象
（
生
後

12
カ
月
か
ら
90
カ
月
に
至
る
ま

で
の
お
子
さ
ん
）
で
あ
っ
て
、
ま

だ
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い

お
子
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
に
麻

し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
を
終
え

る
よ
う
、
か
か
り
つ
け
医
と
よ
く

相
談
し
て
、
ぜ
ひ
と
も
早
期
に
接

種
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
い

た
し
ま
す
。

現　　行　（平成18年３月31日まで）

麻しん

風しん

■接種回数　１回
■対　　象　生後12カ月～�
　　　　　　90カ月の間の子�
■ワクチンの種類�
　麻しんワクチン

■接種回数　１回
■対　　象　生後12カ月～�
　　　　　　90カ月の間の子�
■ワクチンの種類�
　風しんワクチン

改正後　（平成18年４月１日から）

■接種回数　２回
■対　　象　
【第１期】
　生後12カ月～24カ月の子
【第２期】
　５歳以上７歳未満で、小学校に就学する�
　年の３月31日までの間にある子
■ワクチンの種類�
　麻しん風しんワクチン�
　（ＭＲ混合ワクチン）

◎お問い合わせ　北秋田市保健センター　　62-6666　合川保健センター　　78-4272�
　　　　　　　　森吉保健センター　　　　72-3455　阿仁保健センター　　82-2116
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第
43
回
秋
田
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
10
月
20
日
、

県
民
会
館
を
会
場
に
、
県
内
12
万
人
の
会
員
、
２
１

０
０
余
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
と
高
齢
者
福
祉
の
向

上
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
席
上
、
組
織
づ
く
り
や
、
育
成
指
導
の
功
績
が
認

め
ら
れ
中
嶋
榮
治
さ
ん
（
川
口
）
に
県
知
事
表
彰
。

田
中
寿
会
（
成
田
正
一
代
表
）
は
、
綴
子
川
花
壇
の

植
栽
・
管
理
を
21
年
間
続
け
「
天
に
星
・
地
に
花
・

人
に
愛
」
と
花
壇
に
書
か
れ
た
表
示
を
モ
ッ
ト
ー
に

美
化
に
努
め
て
い
る
活
動
が
認
め
ら
れ
県
知
事
表
彰
。

ま
た
、
西
根
田
寿
ク
ラ
ブ
（
金
田
正
一
郎
会
長
）
は
、

交
通
安
全
神
社
を
建
立
し
、
地
域
全
員
参
加
の
無
事

故
無
違
反
祈
願
祭
を
開
催
す
る
な
ど
の
活
動
が
認
め

ら
れ
連
合
会
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

中
嶋
榮
治
さ
ん
・
田
中
寿
会
・
西
根
田
寿
ク
ラ
ブ

佐藤助役に受賞報告する田中寿会の成田正一代表（右）

　
紅
葉
の
見
頃
を
迎
え
た
奥
森
吉
青
少
年
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー
周
辺
を
会
場
に
10
月
22
日
、
奥
森
吉
さ
わ

や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
健
康
づ
く
り
事
業
と
し
て
旧
４
町

単
位
で
開
催
し
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
一
環
と
す

る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
、
阿
仁
地
区
で
開
催
さ
れ

た
し
ょ
う
ぶ
ウ
ォ
ー
ク
を
皮
切
り
に
、
合
川
地
区
の

あ
じ
さ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
鷹
巣
地
区
の
う
き
う
き

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
続
い
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
紅
葉
を
眺
め
た
り
、

キ
ノ
コ
を
採
っ
た
り
し
な
が
ら
歩
く
人
も
い
て
、
皆

さ
ん
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
い

ま
し
た

奥
森
吉
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ５キロと８キロのコースに約140人が参加

　
合
川
高
校
（
工
藤
元
博
校
長
）
の
「
合
高
祭
」
前

夜
祭
が
10
月
29
日
、
合
川
駅
前
で
開
催
さ
れ
、
恒
例

と
な
っ
た
路
上
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
あ
い
に
く
の
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が

「
こ
ん
に
ち
は
！
お
元
気
で
す
か
？
」
～
合
高
生
街

に
出
る
～
と
題
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ソ
ー
ラ
ン
節
と
、
ニ
ュ
ー

秋
田
音
頭
を
合
わ
せ
約
２
４
０
人
の
生
徒
が
「
ド
ッ

コ
イ
シ
ョ
ー
、
ド
ッ
コ
イ
シ
ョ
ー
」
や
「
ハ
イ
ッ
、

ハ
イ
ッ
」
の
掛
け
声
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
踊
り
、
地

元
住
民
の
歓
声
と
熱
い
視
線
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　
路
上
ダ
ン
ス
は
、
生
徒
が
地
域
に
愛
着
を
持
ち
、

高
校
と
地
域
が
一
体
と
な
り
活
性
化
を
図
る
目
的
で

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
県
教
委
の
「
学
校
花
ま
る
っ
」

プ
ラ
ン
の
一
環
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

「
合
高
祭
」
前
夜
祭
・
路
上
ダ
ン
ス 雨の中元気に踊る合高生
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欧
米
で
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
10
月
31
日
は
子
ど
も

た
ち
の
楽
し
い
お
祭
り
で
す
。
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
い

た
り

”
Ｔ
ｒ
ｉ
ｃ
ｋ
　
ｏ
ｒ
　
Ｔ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
！
（
ト

リ
ッ
ク
・
オ
ア
・
ト
リ
ー
ト
）
“
お
菓
子
を
く
れ
な

い
と
イ
タ
ズ
ラ
し
ち
ゃ
う
ぞ
！
と
い
い
な
が
ら
お
化

け
の
格
好
を
し
て
近
所
の
家
々
を
歩
い
て
ま
わ
り
ま

す
。

 

11
月
２
日
は
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
仮
装
し
な
い
と
参
加
で
き
な
い
と
あ
っ
て
、

子
ど
も
や
大
人
た
ち
は
魔
女
や
お
姫
さ
ま
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
自
慢
の
衣
装
で
ゲ
ー
ム

や
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
で
楽
し
み
、
お

菓
子
を
い
っ
ぱ
い
抱
え
満
足
の
様
子
で
し
た
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ
ー想像力豊かな仮装を披露したコスチュームコンテスト

助役に優勝報告する佐藤善寿会長、岩川孝秀監督、

田中三夫事務局長の3人（助役左から）

　
秋
田
県
軟
式
野
球
連
盟
が
主
催
す
る
第
52
回
全
県

Ｏ
Ｂ
野
球
大
会
が
10
月
９
日
か
ら
市
中
央
公
園
野
球

場
な
ど
で
開
催
さ
れ
、
北
秋
田
代
表
の
鷹
巣
野
球
ク

ラ
ブ
が
16
年
ぶ
り
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
40
歳
以
上
の
選
手
が
出
場
す
る
こ
の
大
会
は
、
全

県
18
地
区
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
36
チ
ー
ム
が
出
場
。

15
日
の
決
勝
で
は
鷹
巣
野
球
ク
ラ
ブ
が
高
清
水
野
球

ク
ラ
ブ
を
14
対
10
で
下
し
、
同
ク
ラ
ブ
と
し
て
は
２

回
目
、
前
身
の
鷹
巣
野
球
協
会
時
代
を
含
め
、
通
算

５
回
目
の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
大
会
の
ベ
ス
ト
８
ま
で
の
チ
ー
ム
が
、
来
年
開

催
さ
れ
る
ミ
ニ
国
体
（
東
北
大
会
）
出
場
を
か
け
、

県
大
会
に
挑
み
ま
す
。

第
52
回
全
県
Ｏ
Ｂ
野
球
大
会

 

第
６
回
北
秋
田
市
長
杯
森
吉
山
ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー

大
会
が
11
月
６
日
、
秋
晴
れ
の
も
と
森
吉
山
阿
仁
ス

キ
ー
場
に
つ
な
が
る
市
道
荒
瀬
川
線
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
年
は
山
形
、
青
森
、
岩
手
県
か
ら
も
参
加
が
あ

り
、
冬
季
を
目
前
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

上
り
の
多
い
コ
ー
ス
を
応
援
に
駆
け
つ
け
た
父
母
ら

の
声
援
を
受
け
、
ス
ト
ッ
ク
ワ
ー
ク
に
も
一
段
と
力

が
入
り
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

○
小
学
校
６
年
女子 

１
位 

畠
山
佳
奈
美
（
鷹
巣
南
小

）
○
小
学
校
５
年
女子 

１
位 

金
田
　
里
沙
（
米
内
沢

小
）
○
小
学
校
５
年
男子 

１
位 

中
嶋
　
晃
大
（
鷹
巣

小
）
○
小
学
校
４
年
男子 

１
位 

木
村
　
壮
志
（
合
川

森
吉
山
ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー
大
会

上り坂の多いコースを力走する選手たち
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平
成
17
年
度
環
境
・
保
健
事
業
功
労
者
表
彰
式
が

10
月
28
日
、
県
庁
で
行
わ
れ
、
当
市
か
ら
は
老
人
ク

ラ
ブ
の
道
城
希
望
会
（
津
幡
保
三
会
長
）
が
地
域
環

境
美
化
功
労
団
体
と
し
て
知
事
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
道
城
希
望
会
は
、
昭
和
38
年
の
同
ク
ラ
ブ
設
立
時

か
ら
、
道
城
集
落
と
一
体
に
な
っ
て
清
掃
活
動
、
環

境
美
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
10
年
か
ら

は
同
地
区
の
県
道
沿
線
約
８
０
０
ｍ
に
、
夏
は
ひ
ま

わ
り
、
秋
は
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
季
節
の
花
を
植

栽
し
、
花
の
希
望
ロ
ー
ド
と
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
や
道

行
く
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
集
落
で
は
春
秋
の
大
掃
除
指
導
や
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
な
ど
で
美
化
運
動
の
啓
発
活
動
を
積
極
的

に
行
い
、
空
き
缶
や
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が
特
に
少
な

い
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

通
年
運
行
再
開
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

　
開
港
か
ら
８
年
目
を
迎
え
た
あ
き
た
北
空
港
（
大

館
能
代
空
港
）
で
大
阪
便
の
通
年
運
行
再
開
記
念
行

事
が
11
月
１
日
、
出
発
ロ
ビ
ー
等
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
阪
便
は
開
港
当
初
、
通
年
運
行
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
安
定
し
た
利
用
客
が
見
込
め
ず
、
平
成
11
年

12
月
以
来
、
冬
期
間
は
運
休
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
あ
き
た
北
空
港
15
時
発
の
１
番
機
に
搭
乗
す
る
乗

客
一
人
ひ
と
り
に
大
館
市
観
光
レ
デ
ィ
ー
か
ら
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
た
ほ
か
、
大
阪
（
伊
丹
）
か
ら
到
着

し
た
搭
乗
客
に
も
市
関
係
者
か
ら
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
１
番
最
初
に
記
念
品
を
受
け
取
っ
た
兵

庫
県
の
男
性
は
「
第
１
号
に
乗
れ
る
と
は
夢
に
も
思

わ
な
か
っ
た
。
プ
ロ
ペ
ラ
機
に
乗
っ
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

全長32.8ｍ、74席の高性能プロペラ機「ボンバル

デイアＤＨＣ８－Ｑ400」を前にしたセレモニー

環
境
・
保
健
事
業
功
労
者
表
彰
式

手作りのプラカードで交通安全パレード

　
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
合
川
支
部
（
金
田
正
一
郎

支
部
長
）
の
合
川
地
区
こ
と
ぶ
き
大
会
が
10
月
25
日
、

合
川
体
育
館
を
会
場
に
、
約
４
０
０
人
が
活
力
あ
る

心
豊
か
な
長
寿
社
会
を
目
指
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
大
会
前
、
交
通
安
全
協
会
合
川
支
部
の
協
力
で
、

合
川
支
所
前
か
ら
会
場
ま
で
の
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、

各
老
人
ク
ラ
ブ
が
作
成
し
た
プ
ラ
カ
ー
ド
等
に
よ
り
、

交
通
事
故
の
な
い
街
づ
く
り
と
安
全
・
安
心
の
地
域

づ
く
り
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
あ
い
か
わ
保
育
園
児
の
元
気
な
交
通

安
全
の
誓
い
や
、
合
川
交
番
・
秋
元
所
長
の
講
話
、

津
軽
漫
芸
師
の
藤
崎
三
平
さ
ん
の
「
笑
い
満
載
・
元

気
万
来
」
と
題
し
た
講
演
、
そ
し
て
午
後
か
ら
は
会

員
に
よ
る
歌
や
踊
り
の
演
芸
が
披
露
さ
れ
、
多
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

合
川
地
区
こ
と
ぶ
き
大
会

今後は花の希望ロードを延長したいと話す

道城希望会の津幡会長
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　１０月１８日、合川・森吉・阿仁の各公民館の手作

りビーズ手芸講座受講生４０名が交流を行いました。

　会場は、青森県黒石市落合温泉郷の一角にある折り

紙陶芸センター青森工房の嶋津晃代先生ご指導のもと、

和紙利用の「折り紙鶴陶芸作り」に挑戦しました。

　日頃、指先を使ったビーズ作りをしていることもあ

り、それぞれに個性ある素晴らしい作品を作ることが

できました。作品が手元に届くのが１ヶ月先というこ

とで、とても楽しみにしている様子でした。

　１０月２０日、「気楽にスポーツ」ウォーキングが

青森県深浦町の十二湖で開催されました。

　今回は、阿仁公民館の講座受講生１２名も加わり、

計２３名合同の講座となりました。バスの中ではお互

いの公民館活動などについての情報交換をしながら現

地へ向かいました。

　天候にも恵まれ、青池など十二湖周辺を1時間ほど

散策し、その後は日本キャニオンの大自然と色付いた

絶景を満喫してきました。

作品作りでの交流（合川・森吉・阿仁）

中
央
公
民
館
公
開
講
座
（
縄
文
土
器
づ
く
り
）

ビーズ手芸講座 交流研修会

　
10
月
22
日
、
中
央
公
民
館
公
開
講
座
「
縄
文
土
器
づ

く
り
」
が
鷹
巣
南
中
学
校
（
縄
文
の
森
）
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
の
作
品
は
８
月
20
日
の
講
座
で
作
っ
た
も
の
で
、

縄
文
ま
つ
り
に
お
い
て
野
焼
き
を
す
る
予
定
で
し
た
が
、

雨
天
の
た
め
火
入
れ
が
で
き
ず
、
こ
の
日
講
師
の
地
代
登

さ
ん
の
ご
指
導
の
も
と
20
点
ほ
ど
を
野

焼
き
を
し
ま
し
た
。

　
ど
の
作
品
も
丁
寧
に
仕
上

げ
ら
れ
、
割
れ
る
こ
と
も

な
く
無
事
に
焼
き
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
受
講
生
の
縄
文
へ
の

そ
れ
ぞ
れ
の
「
想
い
」

が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
な
立
派
な
作
品
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。

縄
文
文
化
を
肌
で
体
感

スポーツを通しての交流（阿仁・鷹巣）
気楽にスポーツ講座交流会

▲自分だけの縄文土器が焼きあがりました

▲十二湖（青森県深浦町）で行われた交流会

▲青森県黒石市の「津軽伝承工芸館」で交流

●公民館活動　●生涯学習

●文化振興　●学校　●スポーツ

北秋田市
教育委員会

地域で学び、活動する
皆さんを応援します

MANABI　NO　HIROBA
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MANABI　NO　HIROBA

 １０月１２～１３日にかけて、伊勢堂岱遺跡調

査指導委員会を開催しました。この委員会は考古

学、保存科学、植物学、民俗学などの専門家で構成

され、伊勢堂岱遺跡の調査や史跡整備について助

言をいただくものです。

　今年は環状列石Ｂの調査を行なっています。環

状列石Bは他の列石と違い、弧状であり環状にな

らない特徴をもっています。これには「未完成の

環状列石」説と、後の時代に壊された説という２

つの説が考えられています。そのような謎を解明

するために、今年は環状列石Ｂの未調査部分であ

る南半分を発掘しました。調査の結果、南側の石

がまばらであり、後世のかく乱もないことから、

未完成の環状列石であったことがわかりました。

 また、４つの環状列石のほかに環状列石がある

か調べるために、ハンドボーリング探査を実施し

ました。ハンドボーリング探査とは、ステンレス

の棒を地中にさし、石があるかどうか調べる調査

です。調査対象面積が１万㎡ですので、なんと一

人あたり約１万回さしたことになります。

　ハンドボーリング探査の結果から、調査指導委

員長で世界的な縄文文化研究者である、小林達雄

国学院大学教授は、「石が極端に少ないところが

ある。そこには環状列石をつくった縄文人の住居

が存在するかもしれない」と発言されました。実

は２０万㎡の広さがある伊勢堂岱遺跡には、縄文

人の住まい（竪穴住居）が１棟もみつかっていな

いのです。では、４つの環状列石をつくった人々

はどこから来たのでしょう。伊勢堂岱の近くに集

落があるのでしょうか？

　私たちの宝、伊勢堂岱遺跡の謎はさらに広がり

ます。

「国指定史跡　伊勢堂岱遺跡」調査指導委員会

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん

も
熱
心
に
傍
聴
し
ま
し
た

▲

▲

説
明
す
る
榎
本
学
芸
員

調
査
指
導
委
員
会
の
よ
う
す

▲

▲指導を行う小林達雄国学院

大学教授（伊勢堂岱遺跡調査指

導委員長）

おらほの遺跡
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北秋田市中央公民館　　６２－１１３０

【11月のロビー展】鷹巣地区小学校図画作品展

12・３（土）～９（金）鷹巣陶芸教室

「縄文土器野焼き展」�　8:30～17:00

　　10（土）「トライあんぐる」

　　　　　　　◆クリスマスツリーと正月かざり作り

9:00～12:00

合　川　公　民　館　　７８－２１１４

【ロビー展】消費者の会　（～20日）

　　　　　　草木染あかね会（21日～12月19日）

森　吉　公　民　館　　７２－３２５９

11・18（金）平成17年度鷹巣地区

　　　　　　結核予防婦人会連合会幹部研修会

10:30～15:00

　　19（土）消防功労者叙勲を祝う会 　17:00～20:00

　　24（木）行政協力員森吉地区全体会議　　10:00～

阿　仁　公　民　館　　８２－２２２０

11・18（金）阿仁ふるさと文化学園閉講式

 18:00～20:00

　　20（日）吉田分館移動研修

　　　　　　第32回大阿仁分館祭�  10:00～12:30

12・４（日）ふるさと文化交流の集いin阿仁

13:00～15:30�

11・17（木）北秋田２１フォ－ラム　　　　　13:00～

　　19（土）おはなしでてこい�　　　　　　　14:00～

　　　　　　映画「四月の雪」ぺ・ヨンジュン主演　

　　　　　　入場料：大　人　1,500円（割引1,300円）

　　　　　　　　　高校・学生1,200円（割引1,000円）

　　　　　　　　　小中学生　1,000円（割引　800円）

　　　　　　　　　シニア(60歳以上)1,000円均一�

　　　　　　 ①11:00～②13:30～③16:00～④19:00～

　　20（日）自主事業：倉本裕基ピアノコンサ－ト　

　　　　　　一　　　般　前売4,000円　当日4,500円

　　　　　　北秋田市民　前売3,000円　当日3,500円

　　　　　　小中高生　　前売1,500円　当日1,800円

14:00～

　　23（水）第１５回鷹巣祇園太鼓審査会　　13:00～

　　26（土）平成17年度「科学する心を育む夢プラン

　　　　　　サイエンス交流会(研究発表及び講演会)」

　　　　　　入場：無料�� � 　　　 9:00～

　　27（日）カワイ音楽教室発表会　　�

　　　　　　１部：9:30～　２部：13:30～　　　　

�

12・４（日）鷹巣ばやし普及会定期演奏会　　13:00～

　　　　　　前売券：1,000円　当日券1,200円

　　　　　　中高生半額（小学生以下無料）

　　10（土）畠山・堀部ピアノ教室発表会　　13:30～

12・11（日）映画「劇場版：NARUTO」「タッチ」２本立

　　　　　　入場料：一　般 1,500円(割引1,300円)　

　　　　　　　　　　学　生 1,200円(割引1,000円)

　　　　　　　　　　幼小中 1,000円(割引1,800円)�

　　　　　　　　　　①10:00～ ②13:30～

　　17（土）おはなしでてこいスペシャル　　14:00～�

�

�

11・19（土）なわとび大会� 森吉スポーツセンター

  　  　　　　合川地区少年ドッジボール大会　　　　

　　　　　　�� � � 　 合川体育館

11・16（水）～19（土）平成17年度北秋田市鷹巣地区

　　　　　　市民バレーボール大会� 　 鷹巣体育館

11・20（日）剣道段位審査会� � 　 鷹巣体育館

11・24（木）～26（土）北秋田市鷹巣地区バスケット

　　　　　　ボール選手権大会　　　 �　 鷹巣体育館

11・27（日）中学校新人バレーボール森吉大会

 森吉スポーツセンター

12・ 3（土）・ 4（日）スポーツセンター杯�

　　　　　（バスケットボール） 森吉スポーツセンター

12・ 4（日）第29回大館北秋田９人制バレーボール�

　　　　　　選手権　　　　　　　　　　　鷹巣体育館

　ニュースポーツ教室（ユニカール）を体験しません

か？初めての方の参加を待っています。

●期　間　11月21日（月）、30日（水）

　　　　　12月７日（水）、12日（月）、21日（水）

　　　　　の計５回

●時　間　昼の部　10：00～12：00　�

　　　　　夜の部　19：00～21：00�

●場　所　鷹巣体育館　「サブアリーナ」

●持　参　内ズック、汗拭きタオル等�

●申込期限　11月19日（土）まで�

◎申し込み・お問い合わせ

　　　北秋田市スポーツ振興課　　　　６２－３８００

君のハートよ位置につけ

北秋田市は、バレーボール、フェンシング

山岳、アーチェリーの会場です
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355- 木造平屋１戸建　３ＤＫ 　� 月額11,000円～18,200円

住宅番号 規　格 家　賃備　考

201－ 木造２階建２戸建　３ＬＤＫ 月額14,300円～20,500円

住宅番号 規　格 家　賃備　考

312－Ｄ03 木造２階建１階部分　２ＤＫ 月額19,900円～33,000円

住宅番号 規　格 家　賃備　考

●敷　　金　家賃の３カ月分

●入居資格　

　・収入基準を満たすこと

　・住宅に困窮していることが明らかなこと

　・税金等を滞納していないこと�

●申込期間　11月17日（木）～24日（木）まで

◎申し込み・お問い合わせ

　①②は合川支所　産業建設課　　７８－２１１５�

　③は阿仁支所　　産業建設課　　８２－２１１４　

　

※家賃は入居�

世帯の人員、

所得等により

変動します

　県と市では、子育てに係る経済的支援として平成17

年４月２日以降に生まれた０歳児（満１歳まで）を対

象に、乳児養育支援金（月額１万円）を本年８月１日

から支給することとしています。

●出産順位に関係なく満１歳まで支給

　但し、平成18年４月１日までに出生した第１・３子

　は、保育料の無料措置か支援金支給を選択。満１歳

　になる前に入園するときは、必ず連絡してください。

●第２子は、満１歳まで支援金の支給で、保育料無料

　制度は適用されません。�

●平成18年４月２日以降は満１歳まで支援金の支給

●支払等については､始期は誕生月で、終期は満１歳に

　到達する誕生月の前月となります。�

　12月支払　８月～11月分、４月支払　12月～３月分

　８月支払　４月～７月分

※なお､この制度には、所得制限がありますので申請時

　には、福祉医療費受給者証の写しを添付して福祉事

　務所福祉課か各支所の総合福祉課に提出願います。

●日時　12月６日（火）　13：30～15：00

●場所　北秋田市保健センター

●内容　「自殺予防活動における住民活動の役割」（仮）

　　　　講師　秋田大学医学部助教授　佐々木久長氏�

●申込期限　12月２日（金）まで

●日時　12月１日（木）　10：30～12：30�

●場所　北秋田市保健センター

●内容　心あたたまる絵本とのであい

　　　　「絵本にふれよ」読みきかせ会

　　　　講師　劇団グループ風　谷京子さん他

●申込期限　11月24日（木）まで�

●日時　12月２日（金）　９：20～13：00

●会場　北秋田市保健センター

●対象　就学前の子とその家族（先着25組まで）

●費用　１組５００円　持参　エプロン、三角巾�

●申込期限　11月25日（金）まで

●その他　当日は託児も用意しています

◎申し込み・お問い合わせ
　　　　　　　　北秋田市保健センター　　６２－６６６６　
　

小笠原ことみちゃん（増　沢）、菊地きららちゃん（松ヶ丘）�

伊勢はるなちゃん（八幡岱）、梅村　とわちゃん（阿仁水無）

川村　あきちゃん（阿仁根子）、武田　ほのちゃん（阿仁銀山）

鷹 巣 農 林 高 校

ケアタウンたかのす

北 秋 中 央 病 院

10：00～12：30

13：30～14：45�

15：15～16：30
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ポイ
ント

長寿社会へと移行する県内の情勢を踏まえ、県、教育庁及び県警が連携し、「高齢者安全・安心いちょう

作戦」のネーミングのもと、高齢者が安全で安心して暮らせる地域社会の実現に向けた総合的な対策を推

進しています。

１　高齢者宅訪問により、交通事故や犯罪等の被害防止活動を推進する。

２　「秋田県地域安全ネットワーク」を活用し、高齢者が地域の中で生きがいを

　　もって暮らせるよう地域共同体と連携した支援活動を推進する。

交通死亡事故防止

【重点目標】

●反射材の活用キャンペーン

●早めのライト点灯の促進�

�

・県民の交通安全意識の高揚�

・早めのライト点灯の促進�

・安全速度励行の促進�

・情報発信・広報

犯罪被害防止

【重点目標】

●一人暮らしの高齢者宅訪問活動

●防犯教室の開催�

�

・一人暮らし高齢者宅訪問活動�

・防犯教室の開催�

・防犯意識の高揚・啓発�

・情報発信・広報

自殺予防

【重点目標】

●広報・啓発

●相談体制の充実　�

�

・広報・啓発　�

・相談体制の充実�

・モデル事業の推進

●日時　12月14日（水）・15日（木） 19：00～21：00�

●場所　北秋田市中央公民館　研修室

●内容　和紙の色合いを生かして、絵に見えるように

　　　　折込みます。色紙に貼り一枚の絵のように完

　　　　成させます。両日参加できる方が対象です。�

●定員　15人　費用は２回で2,500円くらい�

●持参　紙切り用ハサミ・ＨＢ鉛筆・20㎝位の定規

　　　　木工用ボンド（ある人のみ）

●募集期間　11月21日（月）～12月９日（金）

　　　　　　但し、定員になり次第締切ります�

◎申し込み・お問い合わせ�

　　　北秋田市中央公民館　　　　　　　６２－１１３０

�

　北秋田地方の地域活性化を図るため、安全・安心・

水の安定供給・おいしい水の確保・恵まれた自然・観

光資源の拠点として、21世紀に向けた社会資本整備と

街づくりの提言をして頂き、地域に開かれた川づくり

に反映させるためフォーラムを開催します。

●日時　11月17日（木）　13：00～16：30�

●場所　北秋田市文化会館

●内容　パネルディスカッション、やすらぎコンサート

◎お問い合わせ　　　　　　

　　　森吉山ダム工事事務所　　　　　　７２－５４３５

●職務内容

　国体・障害者スポーツ大会局に勤務し、国体に関す

る一般事務に従事。但し、他の知事部局の課及び地方

機関等に勤務し一般事務に従事する場合もある。�

●受付　11月22日（火）まで　採用予定人員　10人

●第一次試験　平成18年１月14日（土）�

●受験資格　昭和63年４月１日までに生まれた者�

●任期　平成18年４月１日～平成20年３月31日まで�

◎申し込み・お問い合わせ　

　　　秋田県人事委員会事務局採用試験テレホンサービス

　� � � 　　　　０１８－８６０－２３１１

　　　　　　　

　一般の高校と同様、各教科ごと専任の先生による授

業（高校の普通科と同様）を行い、教育３年終了時に

は高校の卒業資格を取得できます。

●応募資格　平成18年４月１日現在、15歳以上17歳

未　　　　　　満の男子（来年３月中学校卒業予定者含

む）●受付　平成18年１月10日（火）まで

●試験日　平成18年１月14日（土）　�

●試験会場　北秋田市中央公民館

●身分・給与　特別職国家公務員　初任給　152, 300円

◎申し込み・お問い合わせ　

　　　自衛隊大館出張所　 　　 　０１８６－４２－１３９８

　広報きたあきた　17．11．1617

●期間　12月１日（木）～７日（水）　24時間

●フリーダイヤル　　　　　　０１２０－７３８－５５６

�

　このイベントは、「地域のきらめき発掘事業」の

「地域づくりイベント等実施支援」に応募し、助成を

受けた事業です。�

●日程　12月３日（土）・４日（日）（会場イベント４日のみ）�

●場所　米内沢スキー場駐車場及びスキーハウス

●内容　一番大切な人に伝えたい思いを・・・クリスマス

　　　　イブにお届けします。また、ハーブ入りリース

　　　　やキャンドル作り、パッチワークのタペストリ

　　　　ー作りなど多くの催物を準備しています。�

●その他　４日はイベント開催時間にあわせて、米内沢

　　　　　駅よりシャトルバスを運行�

◎お問い合わせ　実行委員会事務局　　　７２－４９４４

　

●日時　11月26日（土）・27日（日）�

　　　　26日は13：00～　27日は10：40～�

●場所　北秋田市中央公民館

●内容　講義「“食べる”ということ」、「健康であるとい

　うこと」、「秋田の民俗芸能と英米文化の結婚－秋田弁

　のマザーグースとシェイクスピア劇をめぐって－」、

　「アスリートの食事戦略」、「朝食欠食の問題点」

●申込期限　11月22日（火）

◎申し込み・お問い合わせ

　　　北秋田市中央公民館　　　　　　　６２－１１３０

�

�

�

●日時　11月30日（水）　受付12：30～　

●場所　サンシャインあいかわ　受講料無料�

●内容　主題「地域農業が抱える課題と展望�

　　　　　　　　　　　～動きだそう北秋田農業～」�

　講演「農村は変わる～今、準備すべきこと」、「近

年のコメ事情とこれから望まれる稲作技術」、「高齢

者農業の可能性」　※各60分で質疑応答含む

●申込期限　11月18日（金）まで

◎申し込み・お問い合わせ

　　　北秋田市産業部農林課　　　　　　６２－６６３８�

　　　�

　女性に対する人権侵害が依然として発生しており、

大きな社会問題となっています。職場における男女差

別やセクシュアル・ハラスメント、夫やパートナーか

らの暴力、ストーカーなどの女性に対するあらゆる人

権侵害についての相談を受け付けています。�

　人権擁護委員及び法務局の職員が相談に応じ、女性

担当者も数多く配置されています。秘密は厳守します。

●相談日　11月20日（日）

●ホットライン　　０１８－８６２－６５０３

　特別な事情もなく国保税を滞納し、納付相談など

にも応じない場合は、未納期間に応じてペナルティ

があります。国保税の滞納は、国保加入者全員に迷

惑をかけ、国保財政を圧迫することになります。国

保税は納期内に納めましょう！

１．納期を過ぎると督促が行われます

　延滞金などを徴収される場合があります。速やか

　に納めましょう。

２．短期被保険者証が交付されます
　督促が行われたあとにも納めないでいると、通常

　の保険証の代わりに、有効期限の短い（3カ月）短

　期被保険者証が交付されます。　　�

　●短期被保険者証になると有効期限が短くなるの

　　で、頻繁に更新手続きと納税相談を行う必要が

　　あります。

３．資格証明書が交付されます
　納期限から1年が過ぎると、短期保険証を返還して

　もらい、代わりに資格証明書が交付されます。　

　●資格証明書とは国保加入者であることを証明す

　　るだけのものです。保険証のように受診券とは

　　ならないため、医療機関では医療費をいったん

　　全額自己負担することになります。

　　納期限から1年6カ月を過ぎると、国保の給付が

　　全部または一部差し止めになります。�

　※どうしても納付が難しい時にはいつでも相談を！

４．保険給付額から滞納分が差引かれます　

　給付が差し止められてもまだ納めないでいると、

　差し止められた保険給付額から滞納分が差引かれ

　ます。

特別な事情により、国保税の納付が困難な時には、

分割納付や猶予、減免が出来る場合があります。

滞納のままにせず、お早めに収納窓口にご相談くだ

さい。

◎お問い合わせ　納税相談は各支所収納担当まで�

　鷹巣支所　６２－１１１５　合川支所　７８－２１００

　森吉支所　７２－３１１１　阿仁支所　８２－２１１１



　これまで、学校での学習活動の参観は、保護者、関係者の方

に限定されていましたが、地域の方々が教育活動に積極的に関

わりを持っていただくために、今年から各小・中・高校では、

保護者のみならず地域住民の方を対象とした 「みんなの登校

日」を 設けることになりました。

　一定期間学校を開放し、授業�

参観や行事等に参加することが�

できます。

　詳細は各学校へお問い合わせ�

ください。

●小中学校の日程

鷹 巣 小

綴 子 小

竜 森 小

大阿仁小

合川東小

合川南小

鷹 巣 中�

森 吉 中

11月13日～18日

11月14日～18日

12月５日～９日

11月14日～18日

11月24日～30日

10月13日～11月17日

11月14日～18日

12月５日～９日

62-2041�

62-1084�

66-2530�

84-2030�

78-2105�

78-2126

62-1701�

73-2335

※11月中旬以降実施の学校を掲載

●高校の日程

合川高校

　78-3177

米内沢�

高校�

　62-0760

11月17日

　　19日�

　　20日

11月28日�

　　29日�

　　30日

校内研究授業

県北高等学校新

人フェンシング

大会�

施設見学・体験会

消費者生活講座�

１日授業公開

鷹巣農林

高校�

　62-0760

11月21日�

�

�

　　24日�

　　�

　　25日

収穫感謝祭

授業参観

　５・６校時

授業参観

　２・３校時

Ａ１農業科学基礎�

「きりたんぽ作り」

　11月30日（水）～12月７日（水）まで蔵書点検の

ため休館します。

◎お問い合わせ　鷹巣図書館 　６２－３３１１

【国の事業ローン（普通貸付）】

●融資額　運転資金・設備資金　4,800万円以内

●利　率　年１．８０％（固定金利）※10月25日現在�

●返済期間　運転資金 ７年以内　設備資金 10年以内

【新事業活動促進資金（新企業育成貸付）】　�

●対　象　経営多角化、事業転換などにより第二創業を

　　　　　図る方�

●融資額　7,200万円以内（運転資金4,800万円以内）�

●利　率　０．９０％（固定金利）※10月25日現在�

●返済期間　運転資金 ７年以内　設備資金 20年以内�

【国の教育ローン】

●対　象　高校、短大、大学、専修学校、各種学校など

　に入学又は在学される方の保護者で、世帯の年間収入

　が９９０万円（事業所得者７７０万円）以内の方�

●使　途　受験費用及び入学時に必要な学校納付金等の

　費用など。また、在学中に必要な授業料等の学校納付

　金、教材費、通学費用、国民年金保険料など�

●融資額　学生、生徒１人につき２００万円�

●利　率　１．５５％　※11月10日現在�

●返済期間　10年以内�

◎申し込み・お問い合わせ　�

　国民生活金融公庫大館支店　　０１８６－４２－３４０７

国民生活金融公庫からのお知らせ

●業　　務　保育業務補助、園舎内外の清掃及び環

　　　　　　境整備�

●雇用期間　11月21日（予定）～平成18年３月31日

●募集人数　１人　住所要件不問　

●資　　格　保育士免許　�

●申し込み　履歴書及び有資格書類を持参のうえ職

　　　　　　員課まで�

●申込期限　11月18日（金）　17：00まで�

◎申し込み・お問い合わせ�

　　　市役所職員課　　　　　　　　　６２－６６０２

日給5,400円
（８時間勤務）

冬「まとびの里子ども自然村」参加者�

　まとびの里子ども自然村は、子どもたちの冬休み期間

に４泊５日間の日程で実施される自然体験活動です。

　雪国秋田ならではの活動や農家宿泊など、楽しい体験

が盛りだくさんです。

●日　　程　12月25日（日）～29日（木）

●対　　象　小学１年～中学１年生まで　３０人

●申し込み　指定の申込用紙に必要事項を記入の上、申

　　　　　　込ください。申込用紙は、市各支所に設置

　　　　　　の他、市ホームページ「まとび学園コーナ

　　　　　　ー」から様式をダウンロードできます。

●申込期限　11月28日（月）まで�

◎申し込み・お問い合わせ　市教育委員会�

　　　まとびの里子ども自然村係　� 　７８－４１９３
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10月16日～31日届出分

おくやみ申し上げます
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人口と世帯数
10月31日現在

住民基本台帳による

総人口　40,672人（ 47人減）

　男　　19,268人（ 18人減）

　女　　21,404人（ 29人減）

 出生　16人　　転入　50人　�

 死亡　55人　　転出　58人

世帯数� 14,885世帯（１世帯増）

前月比�

　市では、皆様に配付した１年分の「広報き

たあきた（4/1号－12/16号）」を保存版とし

て製本いたします（有料）。製本を希望される

方は、これまでに発行した広報紙を保管して

いただくようお願いいたします。なお、詳細

については、後日お知らせいたします。
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電話番号

78－3161

78－3338

63－0515

62－1146

62－2882

62－1420

62－1267

63－0105

62－1101

62－2261

62－1155

62－1455

63－0515

63－2700

62－1400

医 療 機 関 名

合川国民健康保険診療所

疋 田 外科内科医院

遠 藤 ク リ ニ ッ ク

奈 良 医 院

藤 原 医 院

佐藤外科消化器科医院

と し ま 医 院

佐々木産婦人科医院

盛 岡 外 科 医 院

津 谷 内 科

近 藤 医 院

北 秋 中 央 病 院

遠 藤 ク リ ニ ッ ク

たむら内科クリニック

石川耳鼻咽喉科医院

仲 村 実 洋

細 川 昭 子
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お二人の前途を

　　　　祝福します
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松 尾 息 吹 �

熊 谷 望 来 �

戸 嶋 愛 莉 �

本城こなみ�

本城谷心陽�

宇佐美優空�

成 田 瑛 志 �
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池田みのり�
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お誕生おめでとう

　　　　ございます



　市では、平成17年度コミュニティ助成事業（宝くじ助成）により、一般コミュニティ助成事

業で鷹巣祇園太鼓振興会の「長胴太鼓６台」、自主防災組織育成事業で「軽可搬ポンプ（台車

付き）」と夜間活動時必要となる「発電機付き投光器」を整備しました。

　同助成事業は、宝くじの収益を財源に宝くじの普及、広報を図ることをねらいとして財団法

人自治総合センターが行っているものです。
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　広報きたあきた　17．11．16  　広報きたあきた　17．11．16  2020

　「自然」「ひと」が調和し、活気とぬくもりのある交流都市をめざし、平成17年3月22日

に誕生した「北秋田市」を魅力ある、みんなに親しまれる「まち」にするため、「北秋田

市」のイメージにふさわしい市の"花"・"鳥"・"木"及び市民歌の歌詞を募集します。

●応募期間　　11月16日　～　平成18年１月20日
●応募方法　　所定の応募用紙に必要事項及び歌詞を記載し、北秋田市総務部総務課又は各支所企画総務

　　　　　　　課へ直接持参するか、ＦＡＸ、郵送で応募してください。

●応募資格　　北秋田市民であれば、どなたでも応募できます。

●賞　　品　　・「花・鳥・木」採用者の中から抽選で、図書カードを進呈いたします。�

　　　　　　　・市民歌の歌詞採用者には感謝状と副賞を贈呈します。

●そ の 他　　・「花・鳥・木」

　　　　　　　　　すべての応募でなくても、たとえば「花」のみの応募も可能です。

　　　　　　　　　ただし、選定理由について記載がないものは不可とします。

　　　　　　　　　応募された作品については、選定委員会の厳正な審査により採用作を決定し、２月発

　　　　　　　　　行予定の市広報で発表します。�

　　　　　　　・市民歌の歌詞　�

　　　　　　　　　子どもからお年寄りまで親しんで歌っていただけるよう、難しい表現や言い回しをし

　　　　　　　　　ないこと。また、市の文化や風土にふさわしい内容を盛り込み、三番まで作成。

●応募用紙は、北秋田市　本　庁　　総務部総務課及び１階福祉事務所カウンター

　　　　　　　　　　　　各支所　　企画総務課

　　　　　　　　　　　　その他　　市内各公民館に備え付けしています。

◎お問合せ先　北秋田市　総務部総務課　　６２－１１１１　　FAX ６３－２５８６


